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ンクトン群集としての Fv/Fmは，水温と有意な負の相関（rs = -0.499, p < 0.01），リン酸態リン濃度および
無機態窒素濃度（NO3+NO2+NH4-N）とそれぞれ有意な正の相関を示した（リン , rs = 0.432, p < 0.01; 窒素 , 
rs = 0.305, p < 0.01）。このことは，Fv/Fmの測定により，植物プランクトンの増殖を最も左右する水温と，
無機栄養の利用可能状態を把握可能であることを示す。呉港における調査では，4月～5月にかけての珪藻
の増殖期および6月15日の鞭毛藻（Heterosigma akashiwo）の増殖期において Fv/Fmが高かったが，これら
プランクトンの増殖に先立って Fv/Fmは上昇せず，事前予察には使えないことがわかった。一方，光 vs 
ETRの関係から算出した最大 ETR（ETRmax）は，5月11日の渦鞭毛藻（Alexandrium spp.）および6月15日の
Heterosigmaの最大増殖期の1週間前に上昇し，ETRmaxはこれら植物プランクトンの事前増殖予察に使える
ことが判明した。また，一般に強光を好む珪藻が主体の場合は，ETRmaxは表層において高い値を示し，弱
光を好む鞭毛藻類が主体の場合には中・底層において高かった。よって深度別の ETRmaxを調べることによ
り，珪藻もしくは鞭毛藻類どちらの光合成活性が高いかおおよそ区別がつき，とくに被害をもたらす鞭毛藻
類の増殖予察法として有効であると思われた。
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